
「マルチメディア通信と分散処理ワークショップJ 平成20年12月

WindowsPC による O飽.ce Grid 
田中堅一上原稔村上真山際基

東洋大学大学院工学研究科情報システム専攻

近年においてはハードウェア技術の進歩により、一般向け P C の性能も大きく向上している。しかしそれらハー
ドウェア資源の多くは遊休資源となり、活用されていない。特に W m d o w s P Cについては、その世界的なシェア
を考えれば膨大な資源が眠っている。その資源を活用するために我々は W m d o w s ベースのグリッドについて研
究を行っている。同時にビジネス分野においてもグリッド技術を利用することでコスト削減を行おうとする場合
もあることから、本論文ではグリッドの応用としてオフィスグリッドについて述ベる。研究はM icro間島 O節句
を用いた文書フォーマット変換をグリッドによって高効率に行う技法について行ったo オフィスソフトウェアを
グリッド上から利用する方法、並びにグリッドを利用することの利点と課題について考察する。

0血.ce Grid based on Windows P C  
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Recently， H W 旬。:hnology is evolved and the perfonnanωof P C 担 also increased. However， almost H W  
resourωs are idle. 80， grid which uses such idle resources efficiently is proposed. However， W m d o w s  P C詰
not used for grid. 80， w e  are studying an W m d o w s  based Grid (Wmdows Grid) in order to solve this issue. 
W m d o w s  Grid has no killer applica姐on. In this paper， w e  propωeO笛伺 Gridwhich uses 0血ωapplication in 
Grid. W e  have developed a  d∞ument ∞nve此er of M icro回氏。伍ωt o plain text 田 an example.τもis
applicationお usually u艶 d in search engine and so on. W e  describe how to implement and use 0飽.ce Grid 
and finally evalua'旬 it.

つの C P U とみなすことで、仮想的に複数の P Cであ
1 . はじめに るかのように利用できることも判明した同制。
ハードウェア技術の進歩により近年では、エンド またビジネスの分野ではオフィス文書の取り扱い
ユーザー向け P Cにおいても高性能な C P Uや大容量 に関して、グリッド技術を応用できる場合がある。
のディスクが搭載されるようになった。しかしなが 特に文書ファイルの場合、外部へ提出する場合など
ら、それら高性能なハードウェアの性能は完全に利 でフォーマットの変換必要となる場面がある。各フ
用されているわけではなく、多量の遊休資源となっ アイルをひとつずつ変換する作業は非常に無駄な作
ている。これら遊休資源を無駄にすることなく利用 業である。この作業をグりッド技術によって行える
する手法の一つがグヲ ッドコンピューティングであ ようにすれば、短時間で多量の文書を変換できる。
る。特にピジネスや科学技術計算分野においてはコ さらにM icro鈎 ft Sharepointのような文書共有シス
ンピューティング需要が非常に高まっており、グリ テムと連携することで、部署や個人の持つファイル
ッドコンピューテイングによって計算資源を確保す の不整合をなくすことができる。総じて作業効率の
ることが必要となっている。 向上が見込めるのである。
グリッドコンピューティングに関する研究はすで ところで、本学ではインターネットを利用したレ
に多数行われ、その成果といえるものがグリッドミ ポート提出システムを利用している[ 1 ] 。このシステ
ドルウェアである。グリッドミドルウェアにより今 ムによって科目や課題別にレポートの提出状況を管
日では容易にグリッドコンピューティング環境を構 理することができる。このシステムではコピーされ
築することが可能となっているo しかし、それらグ たレポートが提出されたとしても検知できない。そ
リッドミドルウェアの成り立ちから、主に U N I Xや こで類似レポートの検出を行う研究を我々は行った
Linux系統の 0 8でサポートされていることが多い。 削除] 。文献包] では、専用のレポート提出システムに
だが全世界における 0 8 のシェアは、 W m d o w s が 類似判定機能を組み込んだ。文献[3]では、 Moodle[4]
9 0 %を占めている。現状のグリッドミドルウェアで に類似判定機能を組み込んだ。
はこれらの資源を利用することができないのである。 レポートの類似性は、レポートの内の用語分布の
したがって、 W m d o w s ベースの資源を利用できる、 類似度で判定する。用語分布の類似度は、各レポー
もしくは W m d o w s を中心として利用できるグリッ トの特徴語ベクトルの内積に等しい。この計算量は、
ド、 WmdowsGridの開発が必要となる。そのために レポート数を N とすると 0(N 2 ) になる。また、特徴
我々はオープンソースのグリッドミドルウェアを用 語ベクトルを求めるには、レポートファイル( 主に
いて、 WmdowsGridの開発を行ってきた。結果は制 MS-Word 形式) をブレーンテキスト形式に変換し、
限つきではあるがW i ndows においてもグリッドは 形態素解析を行う必要がある。これらの処理の計算
利用可能である。またマルチコア C P Uの各コアを 1 量は、定数的であるが、極めて大きく無視できない。
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そこで、我々は W m d o w s Gridを用いて Office文
書を処理する OffiωGrid を開発した。この O ffi.ce
Grid では、 Oftice アプリケーションを Gridで制御
することで、 (Wordを含む) 多量の Office文書を処
理することができる。本論文では、特に Word 文書
のテキスト変換を主要アプリケーションとして評価
を行う。
本論文の構成は以下の通りである。2 章で関連研究
について述べる。8章で OffiωGridについて述べる。
4章では、 0節ce Gridを評価する。最後に結論を述
べる。

2. 関連研究

2.1 グリッドコンピューティング
グリッドコンピューティングは、ネットワークに
よって異なる地域や組織に属している P C を相互接
続し、仮想的な巨大コンピュータとして扱うための
技術である。同様の技術にクラスタがあるが、グリ
ッドでは一般的な P Cを使用することが特徴である。
そのため相互に関係しているタスクを分散処理させ
ることには向いて. いないが、遊休状態にある P C を
利用することで計算資源を無駄にすることなく利用
できる。
グリッドを構築する際にはミドルウェアを利用す
る。現在では S u n Grid EngineやA pple Xgridなど
が存在しているが、本研究では Globusτbolkit を使
用した。 Globus Toolkit はオープンソースプロジェ
クトとして開発されているミドルウェアであり、実
質的な業界標準とな- っている。特徴は恥bサービス
ペースでグリッドを構築する点である。グリッドを
「状態をもっ W e bサービスJとして公開することで、
W e bサービス分野の技術を利用することができる。

2.2 オフィスソフトウェア
オフィススイートとも呼ばれるこのようなソフト
ウェアは、業務で利用されるようなワープロ、表計
算、プレゼンテーションなどのアプPケーションを
まとめたパッケージソフトウェアである。現在
W m d o w s用ではM icro回氏 Office (以下 M S・O血ce)
がほぼ市場を独占している状態である。しかし
O p e n O血ceや K O鑑旬、 G N O M E Officeなど新しい
オフィスソフトウェアも登場してきており、徐々に
MS-Officeのシェアを奪いつつある。
本研究では利用者の人数が最も多いと考えられる
M S・O飽ceを対象とした。

2.3 過去の研究
現状においてグリッドは基本的にL i nuxベースの
技術である。そこで世界シェア 9 0 %を持つ W m d o w s
ペース P C をグリッドで利用できないかと考え、研
究を行ってきたo しかしながらW i nd o w s P Cであっ
ても機能は制限されるものの、グリッドの利用は十
分可能である [5]制。また W m d o w s の資源を利用し
つつ、完全なグリッドを使用したのであれば、仮想
マシンを用いるという手法もある [7][8]。仮想マシン

を用いた場合でも、性能面では劣ることはない。
これまでの研究で W m d o w s P C資源をグリ y ドで

利用することは可能となった。しかし、 W m d o w s固
有の機能を使ったグリッドではなかった。本研究で
はW m d o w s独自の機能である Object Linking  and 
Embedding (OLE) を使用した OffiωGridの開発を
行った。

3. OffilωGrid 
グリッドは主に科学技術計算など、多量の計算を

要求する場面で利用されている。このような場面以

ネスグリッド〉は、グP ッド技術によってシステムの
信頼性や運用性を向上するものである[11]0本研究で
は文書ドキュメントの運用について着目し、
MS-Office Word を対象として文書フォーマット変
換を行う Office Gridを構築することを目的とした。
ここでグリッドサービスが文書ファイノレを扱うた
めに、ファイル自体の転送についていくつかの方法
がある。本研究では、クライアントからバイナリデ
ータとしてグリッドサービスに対して送信する方法
と、ある特定の共有スペースに文書を保管しておき、
サービスに対して文書ファイルまでの U R L を指示
する方法を採用した。 M S -ωnceはW m d o w sのネッ
トワークパスによるファイルの参照が可能であるた
め、後者の方法はアプりケーション自体の機能を利
用する。また前者の方法では、バイナリデータを転
送する必要がある。 Globusによる通常の方法ではパ
イト毘列としてデータを読み込んだのち、転送時に
シリアライザによって Base64 によるエンコードが
行われる。これによってH T T Pペースの S O A P通信
においてバイナリデータを送受信することができる。
しかし、この方法では実行時のオーパーへy ドが大
きくなることが予想される。そこで本研究ではもう
ひとつ、事前に B 錨 e64 でエンコードしておき文字
列として送信する手法での評価も行った。
以下に本研究で作成した 2 種類のサービスについ
て解説する。本サービスでは、 M S・恥rdの文書ドキ
ュメントのテキストファイルへの変換を対象とした。
どちらのサーピスも最終的に O L E を用いて
MS-Wordを呼び出し、ファイルの再保存によって変
換を行っている。

3.1 Word2Text Service 
このサーピスは MS-Word 文書ドキュメントをテ
キストファイルに変換するために作成したサービス
である。 MS-Word専用であり、さらにテキストファ
イルの変換のみ行うことができる。そのかわりシス
テム自体は簡素な構造となっている。
このサーピスではクライアントから送信された文

書ドキュメントを O L Eによって MS-Wordで一度聞
かせる。その後 MS-Word によって一時ディレクト
リにテキストファイルとして保存を行う。最後に保
存されたテキストファイルを文字列として、クライ
アントに送信する。 O L E 呼び出しは JCom
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(Java-COM Bridge， [10]) ライプラリを使用してい
る。なおサービスの位識上文書ドキュメントは ZIP
で書庫化された状態で送信される必要がある。これ
は複数の文書ドキュメントを扱うための仕様である。
そのためクライアント側では、文書ドキュメントを
ZIP ファイルとしてまとめる処理を行う。図 1 は
恥 rd2Text Serviω のシステム概要を図示したもの
である。
ClientSide ServerSide 

wc町d2TextServlce I  
S O A y '  …γ"四五十……
/  IProcωu帥ιI I伊ωutp州 ."omI  :  9伊etE，街Er附F

ψl  
lI Python  Script I  I  

図 1 Word2Text Serviω 

3.2 Task Management Services 
Task Management Services は、 W o吋2Text

Service とは異なり、タスクベースの汎用的なジョプ
実行サーピス群である。現在は Task Management 
Service とTask Execu姐.on Serviceの2 つから構成
されているが、現段階で実装済みは Task Execution 
Serviω のみである。図 2 に Task Management 
Servi伺 sの関係図を示す。

ー. _ - ー> To事kObject_..一，> 71田*Result 
図 2 Task Management Services 

このサービス群ではタスク単位で各ノードにジョ
プを割り当てる。タスクにはジョプを複数設定でき、
これらのジョプは先に定義されている順に実行され
る。これは一種の依存関係を表現するものであり、
順番に処理されなければならないジョブを割り当て
るための仕様である。
各ジョプは、自身を識別する ID と処理を行うプロ
グラム名、およびプログラムへの引数のりストを持
つ。引数は文字列のみを許可しているため、ファイ
ルを渡す場合は B 錨 864 によるエンコ} ドをする必
要がある。またファイル名とそのデータを保持する
オブジェクトをタスクに割り当て、そのファイル名

を引数とする方法も用意してある。この方法を応用
すると、プログラムにスクリプト実行系を指定し、
引数に実行するスクリプトを指定することで任意の
プログラムを実行させることが可能である。本研究
ではこの機能を利用し、円thon スクリプトと
pywin32 拡張を使用して文書ドキュメント変換を行
っている。次に羽生 Execution Serviceで行われる
タスクスケジューリングの流れを示す。

1) 作業用ディレクトりを作成する。
2) タスクに添付されたファイルの復元を行う。
3) 標準出力、標準エラー出力記録用の一時ファイ
ノレを作成する。

4) コマンドラインの構築を行う。a  実行日時を定義する Calendar オブジェクトを
ミリ秒へと変換する。

6) 実行日時と現在時刻の差を取り、現在からの遅
延時間を計算する。このとき実行日時が現在よ
りも過去なら遅延は 0 ミリ秒とする。

7) タスク実行スレッドを作成する。
8) Scheduled1もreadPoolExecutor にタスク実行
スレッドと遅延時間を指定してスケジュー Pン
グする。指定された遅延時間後にスレッドが有
効化される。

タスク定義は、クライアント・サーピス聞ではJava
オブジェクトとして扱われる。したがってクライア
ント側がユーザ定義のタスクを Java オプジェクト
に変換する必要がある。今回はタスク・ジョプの関係
や各ジョプに割り当てられるプログラムの関係を表
現するために、 X阻，によってタスク定義を行った。
図8 にタスク定義の一部を示す。

<xml version=" 1.0" en∞ding="UTF・8う
〈旬剥包P
〈旬sk name="Hel1o" 

白le="2∞8/05/04 12:00" 
delay="O"> 

寸ob n a me="Echo  H el1o" id="O"> 
<program∞mmand="cmd"> 
<argument勿pe ='γ>/C<largument>
<argument勿pe ="0">
&quot;echo H el1o&quot; 

</argum側 P
</pro，抑m ><ljob><伯s k >

図 3 タスク定義

4. 評価
本研究で行った評価の種類と、使用したサービス
の関係を表 1 に示す。なお、ファイル送信はクライ
アントから直接サーピスに対してファイルデータを
送信する方法である。このときB ase64 エンコード
をどの時点で行うかによって二種類の評価を行った。
ネットワークパスは、 W m d o w sで利用可能なパス指
定方式である。その形式は
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￥￥<hostname，ヰ ヲa幼〉

である。 <host nBl1le刈こはホスト名もしくはホスト
の IP アドレスを指定し、 <path刈こは共有ディレク
トリからのパスを指定する。 MS-Wordはこのネット
ワークパスによるファイル参照が可能であるので、
その機能を利用した。
評価自体は、ネットワーク遅延を無視するために
すべてローカルマシン内で行った。そのため得られ
た結果はほぼ純粋にサービスの性能と言える。表 2
に評価に使用した環境を示す。また表 8 に、すべて
の評価で使用した文書ドキュメントのファイルサイ
ズと文字数を示す。

表 1 評価とサービス
評価 サービス

ファイル送信
( 実行時エンコード) Word2Text 
ファイル送信
( 事前エンコード) T製品匡 Management

ネットワークパス Task Management 

表 2 評価環境
0 8  W m d o w s  X P  Professional x64 8P2 
O P U  A M D  Athlon 64 x2 Dual Core 

Pro回 ssor 3800+， 2.00 
Memory 3 . 9 3 G B R A N  
M S-Qffi.ce 2007 (PDF 1  X P S  A ddin) 
Language Java 11.6.0 Update 5  
Run討m e Python 12.5.1 

表 8 評価に使用した文書ドキュメント
Doc. File  size (Byぬs) #Ch a四
D O O O l  162，304 3.288 
0 0 0 0 2  258，048 2.887 
0 0 0 0 3  486，912 10，765 
0 0 C 0 4  902.144 25，044 
0 0 C 0 5  2，128，384 8，096 

4.1 実行時エンコード方式
実行時エンコード方式はパイナPデ} タを X阻 J

データへと変換する作業を、サービスに要求を出す
段階で行う方式である。実際の動作はクライアント
がサーピスへのインターフェイス (Po此T y pe と呼
ばれる) に対して要求を出す際、すべてのオブジェク
トをX閲 J シリアライズによってX阻 Jデータに変換
することで、バイナリデータを扱うことができるよ
うにしている。
表 4 は実行時エンコード方式による変換処理の評
価結果である。結果はすべてミリ秒単位であり、ク
ライアント側で取得した範晶時間である。また D O C
05に関してはエラーが発生し、有効な値が取得でき
なかった。そのため結果は省略している。表中の ZIP、
Submit、C onve抗、M i scはそれぞれドキュメントの

圧縮、圧縮されたドキュメントの送信、テキストへ
の変換処理、その他の処理時間である。
表 4 からまず、ファイルサイズに比例して総合的
な処理時聞が増加していることがわかる。しかし実
際の変換処理はファイルサイズに比例しているわけ
ではなく、さらに文字数に対しでも比例はしていな
い。この傾向は数回繰り返しても変化はなかった。
注目するべきは送信処理である。ここはファイル
サイズに比例する形で大幅に増加傾向である。この
時聞が総合的な処理時間に影響を及ぼしていると考
えられる。
この評価では、このサービスの重大な問題点が発

覚した。その問題は、 8 0 A P メッセージを解析する
X M Lパーサが、多量のメモ Pを消費するという問題
である。この X M Lパーサは Globusによって提供さ
れているため、他のパーさへの切り替えは難しい。
実際の評価時には D O C 0 4の評価段階で、 J a v a V M
のヒープ割り当てを 2 5 6 M Bまで増やして状態で評
価が可能であった。さらに O O C 05の評価時には、
1024 M B  (1 GB) のヒープを割り当てても
OutOf MemoryError によって評価が行えなかった。
ゆえに、 Globusの機能を利用している実行時エンコ
ード方式は実用的ではないという結果が得られた。
そこで次に開発した Task Management Service で
は実行時にバイナリデータの変換を行わないことで、
メモリ使用量の削減を試みた。

表 4 評価結果 1
Doc# 01 02 03 04 
ZIP [msl  63 31 109 219 I  

8ubmit ln回] 7815 31234 61641 406859 
C onve比』凶] 21265 1郎，25 578 672 
Misc [ms1  6235 5829 6110 6141 
τbtal hnsl 35438 47719 68438 413891 

4.2 事前エンコード方式
4.1 の評価では、 Globus の提供する X M Lパーサ
が多量のメモリを消費することで
OutOf MemoryErrorを発生させることとなった。し
かし、先の結果からはX阻，パーサが消費しているか
どうかまではわからない。つまり、変換されたパイ
ナりデータのサイズによって発生している可能性も
ある。そこで、パイナリデータ自体を事前に B a鈎 64
によって文字列へと変換しておく方式での評価を行
った。この方式では Task M a nagement Serviω を用
いる。この方式による評価結果を表 5 に示す。結果
はすべてミ P秒で計測した。なお評価時に町thon
によるプログラムもファイルデータとして転送して
いる。これはサーピスの設計による制限である。ま
た表中の Schedule は表 4 における ZIP と Submit
に相当する処理である。
この評価ではOutO倒，emori勘 rorは発生しなかっ

た。したがって 4.1の評価時のエラーは X M Lパーサ
による Java オプジェクト処理が引き起こしていた
と考えられる。表 5 の結果の中で、 O O C 01 の評価
を除けば、タスクのスケジューノレと文書変換処理の
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どちらもファイルサイズ比例する形となっている。
表 5 評価結果 2

Sched叫e 仁:!onvert Total 
D O C O l  375 9，859 10，906 
o o C 0 2  500 2，046 3，297 
o o C 0 3  515 2，250 4，093 
D O C 0 4  766 2，391 5，047 
D O C 0 5  1，563 2，641 5，266 

4.3 ネットワークパス
この評価は4.2の評価に加えて行ったものである。

4.2ではファイル自体を転送していたが、本評価では
共有ディレクト Pに毘置し、ネットワークパスを通
じて参照する方法を用いる。各ジョプの引数にはネ
ットワークパスを与え、ファイルデータはタスクに
は含まれないようにしている。評価に使用したプロ
グラムは 4.2 と同一である。評価結果を表6 に示す。
単位はミヲ秒である。
全体的な傾向は 4.2 の結果と同様である。若干変
換処理時聞が延びているが、これはネットワークパ
スを使うことによるオーパーへy ドと考えられる。

表 6 評価結呆 3
Schedule 仁:!onvert τbta1 

D O C O l  281 11，860 12，750 
D O C 0 2  250 2，641 3，360 
o o C 0 3  266 2，797 4，219 
o o C 0 4  235 2，813 4，688 
D O C 0 5  297 3，141 4，453 

5. 考察
5.1 Word2Text Serviceについての考察
W ord2'Thxt serviceでは、実行時に Globusの機能
を利用してバイナリデータを X M L 変換する手法を
とった。この方式ではクライアントからサービスへ
文書ドキュメントを送信する処理が、最も大きなオ
ーパーヘッドなっている。クライアント側における
パイナリデータの X阻，への変換処理は、サービス構
築の際に自動生成されるスタプによって実行される。
このスタプ内で多量のオプジェクトが作成されメモ
リ領域を消費すると考えられる。またサービス側で
の復号時には、オプジェクトの量に比例して処理時
聞がかかることは明らかである。

5.2 Task Management Servicesについて
の考察
このサービスでは、事前エンコード方式とネット
ワークパス利用方式の二通りの評価を行った。結果
は若干ネットワークパス利用の方がタスク完了まで
の時聞が齢、が、 Word2Text Service を利用した場
合よりもはるかに高速である。図 4 は各手法の総合
的な処理時間の比較を示したものである。なお実行
時変換、事前エンコード、ネットワークパスをそれ
ぞれ Runtime、Encoded、Network と図中では表記

している。また D O C 05によるデータは実行時変換
では計測できなかったため省略している。
実行時変換処理の場合、ドキュメント数の増加に

伴いタスクの送信処理時間が大きく増加したために、
全体処理時間も増加している( 表心。これはパイナ
リファイルをパイト列として読み込んだ後、送信処
理中で b錨 e64 のエンコード処理が行われているこ
とが原因と考えられる。事実、事前にエンコード処
理を行っている場合はタスク送信にかかる時聞はわ
ずかである( 表励。
ところで o o C O l に関しては、MS-Wordがドキュ

メント開く際の処理が他のドキュメントと比較して
大きな負荷となっていると考えられる。特に元のサ
イズが大きい画像を持っていると遅くなるようであ
る。また 4.1 と比較して ωn v e此処理が大きく短縮
されている原因として考えられるのは、プログラミ
ング雷語とライプラリである。 4.1 ではJavaによる
O L E ブリッジを使用したが、 4.2 では町thon によ
るW m 3 2呼び出しを使用している。そのライプラ P
の実装に大きく影響を受けたと推測されるが、この
点についは未確認である。

ー・-Runtime -ーEncoded
1，000，000 
100，000 十一一士一てー

.!:l 1.000 十
司 100 ↓一一一一一一一一・ 0

2 1 0 ! … 

o  200 400 600 800 唱，000
File Size [KB] 

図4 手法ごとの総合処理時間比較

5.3 実存データによる並列変換
これまでの評価は単一のファイルを対象としたも

のであった。本評価は本学のレポート提出システム
で提出されたデータを使用し、複数のサービスによ
る並列変換を対象とするものである。表 7 は実験に
用いた文書ドキュメントのファイルサイズである。
これらの文書ドキュメントについてコンテナ数を 2、
4、8 台で並列に変換を行った。そして変換時の 1 フ
ァイルあたりの平均処理時間を図 5 に示す。なお、
評価には事前エンコード方式を用いた。加えて、評
価に使用した P C の性能は一律ではなく、表 8 のよ
うになっている。各 P C 上で 2 つのサーピスコンテ
ナを動作させることで、仮想的に 2 台分として扱っ
ている。本評価では 4 章 3 節で使用したP y thon ス
クリプトではなく、同じ動作をする Ruby スクリプ
トを使用した。
Task Execution Service 内では
ScheduledT hread PoolExecutor によってタスクの
スケジューリングを行っている。スレッドプールの
サイズは 10固定である。したがって各コンテナでは
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同時に 10 このスレy ドが動作する可能性がある。本
評価時には最大 8 コンテナを動作させているため、
理論上最大 80 スレ y ドが同時に動作する。しかし
P Cのリソースには限界があり、また Java仮想マシ
ン内で 80 ものスレッドが同時に動作することとな
れば、相当な負荷となる。 128 の文書ドキュメント
を変換時の平均速度が低下しているのは、スレッド
数が多すぎるためにスレッド切り替えのオーパーヘ
ッドが大きく影響したためと考えられる。またドキ
ュメント数 8 の場合の速度が非常に遅くなっている
が、他のデータを見る限りサービスの性能ではなく
MS-恥 rdに起因するものによると考えられるが、現
状では原因不明である。
ドキュメント数 16 以上の平均処理時聞はコンテ

ナ数2 の時におよそ 8 秒、コンテナ数8 の場合はお
よそ 1 秒となっている。最も早い時で 0.7秒であっ
た。 O L E呼び出しのオーバーヘッド、ならびにスク
リプトの実行などを考慮すると、これ以上の処理時
間短縮は難しい。なお全体の処理時聞はドキュメン
ト数 8 の場合を除いてドキュメント数に比例し、コ
ンテナ数に反比例する傾向となっている。とはいえ、
ドキュメント数が多いほど処理時聞がかかるのは当
然といえる。本評価ではコンテナ数 8 の時に 128 ド
キュメントの変換に 172秒かかっている。

表 7 評価結果 4
制。偲 M i n佃] M 眠佃]
8 d∞s  lQ4，448 385，536 219，520 
16 docs 46，080 982，016 259，168 
3 2 d∞s  70，656 273，920 130，784 
64do偲 55，296 292，352 122，768 
128 do岱 46，592 649，216 165628 

表 8 評価マシン
PCOI/02 P C 0 3  P C 0 4  

O S  W m X P Pr唱 W m X P Pro W m X P  
x64 SP2 SP2 H o m e S P 2  

C P U  Athlon x2 Athlon x2 Athlon x2 
3800+，2.00 4600+， 2.41  5200+，2.61 
G H z  G H z  G H z  

M E M  3.93GB 1.9 3 G B  3.25GB 
一
月
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図 5 ドキュメントあたりの平均処理時間

6. まとめ
本研究では W m d o w s Gridの応用としてオフィス
文書のフォーマット変換を行うオフィスグリッドの
構築を行った。評価では文書ドキュメントをテキス
ト文書へと変換を行った。テキストへの変換自体は
すでにA ntiword[9]と呼ばれるソフトウェアによっ
て可能である。事実テキストへの変換処理速度では
本サービスはA ntiword と比較して非常に遅いとい
える。しかしオフィスグリッドとしての利点は、テ
キスト以外のフォーマットへの対応である。特に
Task Execu姐on Serviω で使用したスクリプトは、
O L E によって M S・恥rd を呼び出す形式上、
MS-Word の対応するフォーマットであれば自由に
変換が可能である。また M S - O盟主聞が新しくなった
としても O L Eの使用が変わらない限り、プログラム
を大幅に変える必要がなく更新が簡易に行える。
課題は、多様な形式への対応である。現状では

Powerpo凶、さらにはO penDocument などに対応
することが必要である。特に OpenDocumentへ対応
すればO penOffiωなど W m d o w s以外の環境との文
書の交換が可能となり、非常に使いやすいものとな
る。

参考文献
[1] 萩原淘太，上原稔t I オープンソースを用いた
Web 情報システムの開発ー多機な機能を持ったレ
ポートシステムーペ東洋大学第 7 図工業技術研究所
講演会， pp.65・66，(20ω.2.23) 
包] 上原稔" レポートの類似度判定に関する研究明，
東洋大学第 9 図工業技術研究所講演会， pp.66・67，
(2007.2.22) 
胞] 沼田千秋、上原稔" 類似レポート検出システ
ムヘ東洋大学第 11 回工業技術研究所鱒演会，
pp.77-78， (2008.2.21) 
[4] M∞dle - A  free， O pen Source Course 
Management System for Online Leaming， 
http://moodle.org/ 
岡田中堅一、上原稔、森秀樹、“オープンソース
W m d o w s グリッドによる C Gの並列計算" 、 マルチ
メディア通信と分散処理ワークショップ' ， pp.55・60
脂] Kenichi Tanaka， Minoru Uehara， Hideki Mori， 
tlp町 'allelωmputing of C G  using O pen Source 
WmdowsGridヘFINA2008
肘] 田中堅一、上原稔、森秀樹、 rWmdows Grid 
とV MにおけるL i nux Gridについての考察j、情報
処理学会第 70回全国大会
胞] Kenichi Tanaka， Minoru Ueh町 'a，Hideki Mori， 
"A Case Study of a  Linux Grid on W m d o w s  using 
Vutual MachineぺFINA2008
旬] A ntiword: a  Free M S  Word d∞ument reader， 
http:// www.winfield.demon.nlI 
[10] SourceForge.net: JCom  (Java-COM Bridge)， 
http://sourceforge.netlprojects/j∞mI 
[11] r特集ビジネスグリッドコンピューティングj、
情報処理第 47巻第9号 pp.945・985

- 72-


